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世界分散投資戦略ファンド 
愛称：グローバル・ビュー 

運用報告書(全体版) 
 

第12期（決算日2022年１月21日） 
 

作成対象期間（2021年７月22日～2022年１月21日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合／特殊型（絶対収益追求型） 
信 託 期 間 2016年５月13日から2026年１月21日までです。 

運 用 方 針 

野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド（以下「マザーファンド」といいます。）受益証券への投資を通じて、内外
の短期有価証券および上場投資信託証券等の現物有価証券を実質的な主要投資対象とし、世界各国の株価指数先物取引、債券先物取引
等の有価証券先物取引等および為替予約取引等を実質的な主要取引対象とします。信託財産の成長を目標に積極的な運用を行なうこと
を基本とします。 

主な投資対象 
世界分散投資戦略ファンド 

マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。なお、内外の短期有価証券および上場投資信託証券等
の現物有価証券に直接投資する場合があります。 

マザーファンド 
内外の短期有価証券および上場投資信託証券等の現物有価証券を主要投資対象とし、世界各国の株価指数
先物取引、債券先物取引等の有価証券先物取引等および為替予約取引等を主要取引対象とします。 

主な投資制限 
世界分散投資戦略ファンド 

株式への実質投資割合には制限を設けません。 
外貨建資産への実質投資割合には制限を設けません。 

マザーファンド 
株式への投資割合には制限を設けません。 
外貨建資産への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を含めた配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等から、利子・配当等収益等の水準
および基準価額水準等を勘案して分配します。留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 

 

 



品 名：90001_140672_012_03_世界分散投資戦略ファンド_901138.docx 

日 時：2022/2/18 11:02:00 

ページ：1 

 

－ 1 － 

世界分散投資戦略ファンド

○ 近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組入比率 

株   式 
先物比率 

債   券 
組入比率 

債   券 
先物比率 

投資信託 
証   券 
組入比率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 

８期(2020年１月21日) 11,967 10 5.4 － 37.1 38.4 2.2 14.5 3,325 

９期(2020年７月21日) 12,143 10 1.6 － 35.6 43.7 △10.2 13.8 3,511 

10期(2021年１月21日) 12,959 10 6.8 － 34.2 48.1 △ 7.3 10.6 3,914 

11期(2021年７月21日) 13,292 10 2.6 － 33.3 42.6 4.4 12.2 4,518 

12期(2022年１月21日) 13,063 10 △1.6 － 20.9 50.6 △ 0.1 14.8 5,031 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」、「投資信託証券

組入比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率、債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

＊当ファンドは、絶対収益を目標としているため、ベンチマーク等はありません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

2021年７月21日 13,292 － － 33.3 42.6 4.4 12.2 

７月末 13,409 0.9 － 29.1 45.4 1.6 10.5 

８月末 13,524 1.7 － 24.1 49.1 △3.4 14.1 

９月末 13,134 △1.2 － 25.6 55.7 △2.1 14.7 

10月末 13,379 0.7 － 26.4 49.4 2.1 12.2 

11月末 13,475 1.4 － 23.1 49.5 8.4 12.5 

12月末 13,535 1.8 － 24.0 53.0 1.5 14.7 

(期  末)        

2022年１月21日 13,073 △1.6 － 20.9 50.6 △0.1 14.8 
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」、「投資信託証券

組入比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率、債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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世界分散投資戦略ファンド

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2021年７月21日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当作成期間の基準価額（分配金込み）の騰落率は、1.6％下落しました。基準価額変動の主な

要因を以下に記します。 

 

（株 式 運 用／＋）株式の投資効果は、当作成期間を通じて株式投資比率を平均30％強を

維持したことで、株式市場の上昇を受けて基準価額を押し上げました。

地域配分においては、2021年７月から11月にかけて上昇率が相対的に

大きかった北米地域を多めに配分したことがプラスに寄与しました。

一方、2022年１月には米国内で相対的に上昇したエネルギーセクター

や金融セクターを売り持ち、相対的に下落幅が大きかったナスダック

100指数を買い持ちとしたことがマイナスに影響しました。株式戦略全

体では、基準価額を1.1％程度押し上げました。 
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世界分散投資戦略ファンド

（債 券 運 用／－）債券の投資効果は、2021年12月から2022年１月に国債利回りが大きく
上昇（債券価格が下落）した際にデュレーション※を７年強と比較的長
めに保有していたことがマイナスに影響しました。また、債券利回り
の上昇が他地域に比べて顕著であった北米を多めとした地域配分戦略
もマイナスに影響しました。一方、物価連動国債への投資は、期待イ
ンフレが上昇したこともあり債券投資のマイナス幅を縮小しましたが、
寄与は限定的でした。債券戦略全体では、基準価額を1.9％程度押し下
げました。 

 
※ デュレーションとは金利がある一定の割合で変動した場合、債券の価格がどの程度変化するかを示す指

標です。この値が大きいほど金利変動に対する債券価格の変動率が大きくなります。 

 
（通 貨 運 用／－）通貨戦略は、ヘッジコスト（短期金利差から生じるコスト）がマイナ

スに影響しました。通貨戦略全体では、基準価額への影響は極めて軽
微でした。 

 
（オルタナティブ／＋）オルタナティブ戦略は、2021年12月から2022年１月の原油価格が大き

く上昇した期間に商品を中心として平均３％程度保有していた配分効
果がプラスに寄与しました。オルタナティブ戦略全体では、基準価額
を0.3％程度押し上げました。 

 
その他、信託報酬や売買手数料等は、基準価額を0.9％程度押し下げました。 

 

○投資環境 
当作成期間、世界の代表的な株価指数は上昇と下落を繰り返しつつも、概ね上昇しました。

また、債券市場では、米国、ドイツ、イギリスなど主要国の長期債券利回りが上昇しました。
特に、米国においては長期年限よりも短期年限の金利上昇が顕著であったため、長短金利差が
縮小しました。為替市場では、主要国通貨が対円で概ね上昇（円安）しました。 
新型コロナウイルス感染拡大に伴い急激に悪化した世界経済のその後の経済急回復期にお

いて、欧米では高いインフレ率について「一時的」との見通しをとる金融当局者が大半であっ
たものの、時間が経過するにつれて「一時的ではない可能性」について言及する当局者も現れ
始めました。このように、米国をはじめとする多くの国において高いインフレ率に対する懸念
が高まったほか、金融政策の正常化の進展についても市場の関心が高まりました。このような
環境下で、当作成期首から９月までの間、世界の代表的な株価指数は概ね上昇しました。 
その後、９月開催のFOMC（米連邦公開市場委員会）において、FRB（米連邦準備制度理事

会）によるテーパリング開始の2021年内着手と2022年内の利上げ開始が示唆されたことを受け
て、世界的に長期年限についても金利が上昇、株価は下落に転じました。 

また11月下旬には、新型コロナウイルスの新たな変異株である「オミクロン株」の確認を契
機に世界的に株価が下落、主要国の債券利回りも低下に転じる場面がありました。その後、「オ
ミクロン株」の重症化リスクについて楽観的な見方が広がったことなどが株式市場で好感され
ました。一方、12月開催のFOMCにおいて、FRBが経済の回復やインフレ圧力の高まりへの対
応として量的金融緩和縮小の加速を決定したことから、米国において短期年限の金利上昇がさ
らに進みました。   
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世界分散投資戦略ファンド

○当ファンドのポートフォリオ 

［世界分散投資戦略ファンド］ 
主要投資対象である［野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド］受益証券

を、当作成期間を通じて高位に組み入れました。 
 

［野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド］ 

・期中の主な動き 

【株式】 
株式は、当作成期間を通じて投資比率を約30％から35％程度の範囲で維持しました。グロー

バル景気の減速を懸念したことや各国中央銀行が金融引き締めに積極的な姿勢へと変わるこ
とを警戒して、株式には慎重な見方を維持しました。地域配分においては、特に2021年８月以
降、地域間で強弱をつけた配分を行ないました。相対的に企業成長率が高い北米株式市場は、
他地域・国と比べて堅調に推移しやすいとの判断から、株式全体の投資比率を抑える中でも、
その配分の大部分を北米株式が占める戦略を取りました。また、北米地域に関しては景気成長
期待の鈍化に伴って、エネルギーセクターや金融セクターを売り持ちとしました。また、ITセ
クターに関しては、企業の継続的なIT投資が見込まれることや景気循環とは連動しづらくなっ
てきていることから、ナスダック100指数を多めに買い持ちとしました。 

 
【債券】 

当作成期首に５年程度としていたデュレーションを、当作成期末には７年弱まで長期化しま
した。上記【株式】にも書いた通り、各国中央銀行が金融引き締めに積極的な姿勢へと変わる
ことを警戒していたものの、グローバルな景気減速をより懸念した結果、デュレーションを２
年程度長期化しました。地域配分においては、日本よりも欧米に傾斜をかけた配分としました。
また、９月から11月にかけては、欧米の債券のなかでも北米地域を欧州地域よりも選好しまし
た。その理由は、ECB（欧州中央銀行）が緩和的な金融政策を正常化に軌道修正していく過程
で、米独利回り格差は縮小に向かう可能性が高いと判断したためです。年限構成においては、
高いインフレ率に対して各国中央銀行が引き締め的な金融政策へと舵を切る中で短中期金利
に上昇圧力がかかりやすいと見込んだことから短中期年限を売り持ちとして、長期年限を買い
持ちとする戦略をとりました。また、今後利上げが予想されている米国の国債デュレーション
は、当作成期末時点で、短中期のデュレーションをほぼ保有せずに、長期・超長期債券でデュ
レーションを構成しました。また、米国物価連動国債や新興国国債、ETFを利用した欧米事業
債投資も行ないました。 

 
【通貨配分】 

当ファンドは、外国資産への投資を通じて生じる為替レート変動の影響を抑制するために、
為替ヘッジ（為替の売り予約）後の円貨比率を100％程度にすることを基本としています。当
作成期間を通じて、日本円を99％程度、外貨を１％程度と若干の外貨買い持ちのポジションを
維持しました。外貨の中では、景気減速と金融引き締めの環境下では、米ドルが他通貨に対し
て上昇する可能性が高いとの判断から、米ドルの買い持ちを増やしました。反対に、想定の環
境下で売られる可能性が高いと判断した豪ドルやシンガポールドルは売り持ちとしました。   
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【オルタナティブ】 

金融引き締めで上値が重くなると考えたリートは、当作成期首時点では２％程度を保有して

いたものの、当作成期末時点では0.1％と投資比率を縮小しました。一方、高インフレが続く環

境では上昇しやすいと考える商品は、３％程度の投資比率を維持しています。 

 

以下は、野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンドの組入比率です。 

 

・株式組入比率（％） 
 

  

 

・債券組入比率（％） 
 

  

 

・その他資産組入比率（％） ・債券デュレーション（年） 
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・通貨配分（％） 
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○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは、絶対収益を目標としているため、ベンチマーク等はありません。 

グラフは、期中の当ファンドの月次基準価額騰落率です。 
 

 
 

 

◎分配金 

分配金につきましては基準価額水準等を勘案して、次表の通りとさせていただきました。 

なお留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第12期 

2021年７月22日～ 
2022年１月21日 

当期分配金 10  

(対基準価額比率) 0.076％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 10  

翌期繰越分配対象額 3,113  
 

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
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◎今後の運用方針 

［野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド］ 

●投資環境見通し 

2020年半ばから急激に回復した世界経済にも、今や息切れを示す指標が散見され始めました。
今後についても次に掲げる二点の理由から、世界経済は減速の様相を強めていくと判断してい
ます。 

一点目は、各国中央銀行の金融政策です。その水準もさることながら、家計や企業にとって
悪材料視されるに至ったインフレ率を抑制したい各国中央銀行は、FRBやBOE（イングランド
銀行）を筆頭に、2020年に行なわれた緊急対応的な政策の修正を念頭に置き、景気の急激な減
速が確認されない限り、引き締め的な方向への転換を図り続ける可能性が高いと考えられま
す。各国中央銀行のこうした姿勢の変化は実体経済にとっての悪材料であるばかりか、潤沢な
流動性も背景に上昇してきたリスク資産価格の調整を通じた景気冷却効果にも配慮が必要と
考えています。 

二点目は、経済活動の大部分を占める家計消費や民間投資の減速が想定される点です。グ
ローバルサプライチェーンにおける供給制約や期待インフレ率の高進に起因して拡大した仮
需要の剥落、すなわち、将来の需要を先食いしてきたことに対する反動や、米欧の主要国でみ
られる実質賃金の低下によって、家計消費や民間投資が減速・縮小する可能性が低くはないと
考えています。 

 

●株式 
上述した「世界経済の減速」と「金融引締政策」が同時に進むことは、投資家のリスクテイ

ク意欲に冷や水を浴びせ、株式市場が下落する可能性が低くはないと判断しています。これに
備え、株式投資比率を現在の30％程度の低位に保つ戦略をとる方針です。 

株式を低位に保つ戦略に転機が訪れるとすれば、当作成期末時点で起こり始めている景気減
速と金融引き締め政策が相当程度意識されて、大きな株価の下落が実現した場合には、株式の
投資比率を増やす方針です。また、株価下落が実現しなくても、各国で継続的な利上げが行な
われてもなお、世界景気が堅調であり続けると市場が確信するケース、もしくは高位だった各
国のインフレ率が明確に低下を始め、主要中央銀行による金融引き締めの停止が現実味を帯び
るケースなどが想定されます。ただし、これらの実現は2022年後半以降と考えています。 

業種配分においては、今後の景気減速を見据えてシクリカル（景気敏感）セクターと言われ
る景気循環と連動して動くと考えられる金融や工業などのセクターへの投資は控えて、ディ
フェンシブ（景気に左右されにくい）セクターとされる公益や生活必需品などのセクターへの
投資を増やす方針です。 

 

●債券 
当面は、各国で「金融引締政策」に舵が切られることの余波から、債券市場では利回り上昇

のリスクと隣り合わせの不安定な状態が続くと判断しています。そのため、当初は慎重な投資
を心がけるものの、「世界経済の減速」が近い将来に追い風になると考えるため、上述した株
式投資とは異なり、徐々に投資を積極化する方針です。  
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さらに、市場の関心が金融政策から実体景気に移ることに呼応して、市場では短期金利が上

昇する一方で長期金利は安定若しくはやや低下するという傾向が、ある時点からその逆の動き

となることを想定しています。投資戦略もこれに対応して当初は長期年限に重心を置いた投資

とするものの、中期年限に重心を置いた投資へ変更する方針です。 

その他、これまで積極的な投資を心がけてきた物価連動国債への投資については、市場にお

ける期待インフレ率が十分に高まったと判断されることからやや抑制します。また、慎重な投

資を心がけてきた事業債への投資に関しては株式投資と同様の理由から、これまで通りの姿勢

を続ける方針です。 

 

●為替 

「世界経済の減速」が日本円や米ドルに追い風になることと、主要国の中で金融政策方向転

換の先陣を米国が切っていることを考え合わせると、米ドルが も有望で、その後に日本円が

続き、ユーロや英ポンドが劣後、さらに他の先進国や新興国の通貨が位置する構図が当面は続

くものと判断しています。 

転機となるのは連続利上げが見込まれている米国の将来の利上げの可能性が消滅するケー

スです。この場合、前述の米ドルの序列は大きく下がると考えています。 

運用戦略上はこのような判断に基づき、当初は日本円を中立程度に保ちながら外国通貨内で

の米ドルの買い持ちと他通貨の売り持ちを組み合わせることを念頭に置いています。また、い

ずれかの時点で米ドルを売り持ちとしながら、日本円を主体にその他の通貨を買い持ちとする

通貨配分に移行することが現在想定する運用戦略です。 

 

●オルタナティブ 

過去の歴史を紐解くと、金融引き締め局面を迎えて株式市場が軟調に陥ってもなお、商品価

格は好景気を背景とする需要の強さから堅調を維持することが典型的な現象であったものの、

今回は上述した株価の曲がり角は商品価格の曲がり角にもなると判断しています。 

それは、今回の金融引き締めが過去のそれに比べてゆっくりと行なわれているため、世界景

気の減速を背景に商品価格に下落圧力がかかり始めるまで株価が堅調を保てたと解釈すべき

と考えるからです。さらに上述した米ドルの堅調さも、ドル建てで測る商品価格にとっては重

石になると考えます。 

したがって、株式同様に警戒的な投資姿勢で当面は臨む方針です。株式とは別の姿勢に転じ

るとすれば、為替市場での米ドル高が反転し始めた場合、あるいは現在は低調な中国景気が再

加速を始めた場合には、警戒姿勢を解き投資を拡大する方針です。 

 

［世界分散投資戦略ファンド］ 

主要投資対象である［野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド］受益証券

の組み入れを高位に維持することによって、基準価額の向上に努めます。 

 

引き続き、当ファンドをご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。   
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○１万口当たりの費用明細 (2021年７月22日～2022年１月21日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 138  1.026  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 67)  (0.499)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 67)  (0.499)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） (  4)  (0.028)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 4   0.028   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  1)  (0.007)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） (  3)  (0.021)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.000   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
   ※有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.000)   

（d） そ の 他 費 用 2   0.016   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  0)  (0.002)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  2)  (0.012)  信託事務の処理に要するその他の諸費用 

 合 計 144   1.070    

期中の平均基準価額は、13,409円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファン

ドに対応するものを含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は2.07％です。 
 

  
（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 

（注）各比率は、年率換算した値です。 

（注）当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2021年７月22日～2022年１月21日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド 493,308 817,900 160,489 267,500 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2021年７月22日～2022年１月21日) 

 

＜世界分散投資戦略ファンド＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式先物取引 7,302 385 5.3 7,859 439 5.6 

債券先物取引 10,095 606 6.0 10,299 303 2.9 

平均保有割合 100.0%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 1,369千円 
うち利害関係人への支払額（B） 25千円 

（B）／（A） 1.9％   
 
＊売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社です。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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○組入資産の明細 (2022年１月21日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド 2,752,727 3,085,546 5,021,726 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2022年１月21日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド 5,021,726 98.6 

コール・ローン等、その他 72,259 1.4 

投資信託財産総額 5,093,985 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

＊野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（3,542,159千円）の投資信託財産総額

（5,232,026千円）に対する比率は67.7％です。 

＊外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。１米ドル＝113.84円、１カナダドル＝90.91

円、１英ポンド＝154.70円、１スイスフラン＝124.10円、１スウェーデンクローナ＝12.32円、１ノルウェークローネ＝12.87円、１ユーロ

＝128.68円、１ズロチ＝28.4273円、１香港ドル＝14.62円、１シンガポールドル＝84.47円、１豪ドル＝81.89円、１メキシコペソ＝5.5432円。

 

 

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年１月21日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 5,093,985,451   

 コール・ローン等 72,258,731   

 野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド(評価額) 5,021,726,720   

(B) 負債 62,308,623   

 未払収益分配金 3,851,724   

 未払解約金 8,334,336   

 未払信託報酬 50,041,433   

 未払利息 43   

 その他未払費用 81,087   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 5,031,676,828   

 元本 3,851,724,316   

 次期繰越損益金 1,179,952,512   

(D) 受益権総口数 3,851,724,316口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 13,063円 
 

（注）期首元本額は 3,399,559,880 円、期中追加設定元本額は

849,577,701円、期中一部解約元本額は397,413,265円、１口当た

り純資産額は1.3063円です。 
 

○損益の状況 (2021年７月22日～2022年１月21日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △        5,004   

 支払利息 △        5,004   

(B) 有価証券売買損益 △   43,136,499   

 売買益 4,147,703   

 売買損 △   47,284,202   

(C) 信託報酬等 △   50,122,520   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △   93,264,023   

(E) 前期繰越損益金 467,199,513   

(F) 追加信託差損益金 809,868,746   

 (配当等相当額) (    735,284,521)  

 (売買損益相当額) (     74,584,225)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,183,804,236   

(H) 収益分配金 △    3,851,724   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 1,179,952,512   

 追加信託差損益金 809,868,746   

 (配当等相当額) (    735,864,397)  

 (売買損益相当額) (     74,004,349)  

 分配準備積立金 463,347,789   

 繰越損益金 △   93,264,023   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注）分配金の計算過程（2021年７月22日～2022年１月21日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2021年７月22日～ 
2022年１月21日 

a. 配当等収益(経費控除後) 0円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 735,864,397円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 467,199,513円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 1,203,063,910円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 3,123円 

g. 分配金 3,851,724円 

h. 分配金(１万口当たり) 10円 
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○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 10円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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